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報　告　書　要　旨

／．　試験の内容 微生物等による化学物質の分解度試験

2．　被験物質 1，2一ジク⊂！ロー4一二トロベンゼン

（被験物質甑K－792）

3．　試験方法及び条件

3，1 試験方法

1無難｝〈微生物等による化学物質の分…験〉一

3，2　試・験条件

　　　被験物質濃度
　　　標準活性汚泥濃度

　　　試　験　液　量

　　　培　養　温　度
　　　培　養　期　間

100　．㎎／2

　30　㎎／2

300　認
25±1　℃
　28　日間

（懸濁物質として）

3．3　分解度の測定

　　　閉鎖系酸素消費量測定装置による生物化学的酸素要求量（BOD）の測定

　　　全有機炭素分析計（TOC〉による溶存有機炭素量（［）O（）〉の測定

　　　ガスクロマトグラフ（GC〉による被験物質の分析

4．　試験結果

　　　生物化学的酸素要求量による分解度

　　　全有機炭素分析計による分解度
　　　ガスクロマトグラフによる分解度
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1．　試験の目的

　既存化学物質の安全性確認の一一藁として、1，2一ジク口口ー4一ニトロ

ベンゼン（被験物質船K－792）の微生物等による分解度試験を実施し、

分解性の程度について知見を得る。

2．　試験方法

1熱雛｝〈徴生一よる化学物質の分解…〉による・

3．　試験期間

昭和60年1月9日～昭和60年2月22日
（酸素要求量測定期間　昭和60年1月12日～昭和60年2月8日〉

4．　被験物質

4．1名　称

　　　；“
純　度

入手源

ロット番号

1，2一ジクロロ…4…二卜口ベンゼン

（被験物質甑K－792）

98％以上

F　D　R　O1

特級試薬

4．2　構造式、分子式、分子量

構造式 N　O2

○
C夏

C亘

分子式

分子量

C＾H〔C翌　NO一、
　b　o　　2　　∫

192．00



4，3　スペクトル

　　　赤外線吸収スペクトル

　　　ガスクロマトグラフー質量スペクトル

　　　核磁気共鳴スペクトル

（図一7参照1

（図一8参照）

（図一9参照）

4．4　物理化学的性状

　　　外　観　　淡黄色結晶
　　　融　点詞　40～41℃

　　　溶解性　　水

　　　　　　　　クロロホルム

　　　　　　　　メタノール

　　　　　　　　ベンゼン

約100㎎／2（図一6参照〉

　　2g麗以上
　　29／2以上

　　29／2以上

＊1 提示資料による。

5．　微生物源

標準活性汚泥

　昭和59年9月に下記の全国1Gケ所から採取した汚泥を混合した後、

PH等の調整をし、活性汚泥の調製の方法により培養

伏古川処理場（北海道札幌市〉

中浜処理場（大阪府大阪市）

北上川（宮城県石巻市〉

吉野川（徳島県徳島市〉

広島湾（広島県広島市）

深芝処理場（茨城県鹿島郡）

落合処理場（東京都新宿区）

信濃川（新潟県西蒲原郡）

琵琶湖（滋賀県大津市）

洞海湾（福岡県北九州市〉

6、　試験装置

大倉電気株式会社製 閉鎖系酸素消費量測定装置（ク一口メーター）

　標準型

「
ノ



7．　試験条件

度
度
重
度
闘

濃
濃質
鷲
鑑

委
性
　
…
一

1G　O
　3（〕

300　蕩
クF一’1　　）（

　2ε　ヨ閣

（懸濁物質として〉

8，　試験液勇謹製方法

1）　（汚泥÷被験物質〉系
　　　　　基礎騒基＊23・。蘇被験願3。、・㎎及び標準活性汚泥へ，2踊

　　　　（懸潰物質として9、0㎎に相当1を添加した。　（n＝3）

2）　〈水÷被験物質〉系

　　　　　イオン交換水300麗に被験物質　30．0㎎を添加した。（n－1）

3）　（汚泥＋アニリン）系

　　　　　基礎培麹3。・広アニしじ％9．5廻（3・，・㎎嗣当〉及び騨瀧

　　　　汚泥1，25』雌を添加した。　（n一コ）

4）　　対照ブランク系

　　　　　標準活性汚泥1・25擢を基礎培養基300磁に添加した。（n一コ〉

越　JIεK　O102β）2しで定めら才℃ヒ．へ濫、B液、C液及びD液それぞれ6麗に

　　水を加えて2迎とし、pヨ7，0に調整したもの。

娼　標準活性汚泥中の懸濁物質濃嚢は辺90㎎厘であった。

紐　曜和化学株式会社製　試薬特級



9．　直接定量方法

9．1　試験液の前処理

　試験終了後、下記のフローシートに従って試験液の前処理操作を行い、

TOC試料及びGC試料とした。

1試験穎εco、庇

・分取　10麗

・遠心分離

　（1000x　g，10分間）

庁δδ試糧

；

1←塩化ナトリウム　909
1←クi二二…ホノレ」へ　　9⇔漉

　・振とう

　・静置

水　層1 クロロホルム層1
　　　ナ　　　い脱水ろ過
　　　卜定容轍（ク・巨刷へ）

　　　『

」G　C試料i

一　4　一



9、2　全有機炭素分析計（TOC）による測定

　9、1の前処理を行って得られたTOC試料について下記条件により溶存有

機炭素量（DOC）を測定した。

　被験物質のDOCは記録紙上の被験物質のピーク高さとフタル酸水素カリ

ウムをイオン交換水に溶解して調製したTOC標準溶液80、O㎎C厘のピーク

高さとを比較し、比例計算により求めた。（表一2、図一2参照）

　被験物質のピーク高さの測定限界は2㎜とした。

1定量条件］

　　装　　　置

　　TC炉温度
　　流　　　量

　　検出限界

島津　TOC－10B
900　℃
200　成／分
　　1　㎎C／乏

9．3　ガスクロマトグラフ（GC）による定量分析

　9，1の前処理を行って得られたGC試料について下記条件により直接定量

分析を行った。被験物質の濃度はデータ処理装置で得られた被験物質のピー

ク面積と標準溶液300㎎／2のピーク面積とを比較し、比例計算により求めた。

（表一3、図一3参照）

　被験物質のピーク面積の測定限界は500威・secとした。

［定量条件］

装
検
力
液
担

出
ラ

置
器
ム
相
体

カラム温度
キャリアガス

検出限界

島津　GC－9A
水素炎イオン化検出器（F　I　D〉

1翫x3㎝φ，ガラス製

10％　OV－17
ク日モソルブW
／g　o　℃

窒素

3．2　㎎／2

「
（
）一



［定量性の確認〕

　被験物質15臓gをク日日ホルムに溶解し、　100慮に定容して1500㎎！2の標

準原液を謹製した。これをクロ［爪ルムで希釈して300㎎厘、　150㎎、鷺、

ア翫O深海の標準溶液とした。この項準溶液を前記の［定量条件］に従って

GC分祈を舞い、それぞれのピーク面積と濃度とにより検量慈を控成した。

鐙量維は原点を通る直線であることから定量性が良好であることを確認した。

（図一5参照）

二昼収率］

　3，に従って被験物質を添碧した（汚泥＋被験物質〉系及び（寧ム被験物

質〉系の試験液を9．1の操乍マ重処達し、紬出回収試験を行った，転収率は

下記のとおりであり、試験液自e苓論物質濃度を求める場合の補正隻とした。
（…i……一4、図一4参照、）

〈汚泥＋被験物質〉系

（水＋被、験物質〉、系、

三三f乞1直　　98．8％

玉ユま乞這　　 95．6％．

なお、　9．で使零した試薬は歌○と参りである。

フタル酸水素力リウム

ク口口ホフレム、

塩化ナトリウム

和光純薬工業株式会社　試．薬特級

キシダ化学株式会社

松永化学工業株式会社　試薬一鍛、



10、　　分解度の算．出

　　　　分解，度は次式により算出した。

　鱒．4　酸素要求量による分解度

　　　　　分鞍（銘）一…鎮霧ひ一瓢xloo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　f》」．

　　　　　　　塗OD　：　被験物質の生物化学的酸素要求量（測定値）（㎎）

　　　　　　　B　　　：　基礎培養基に浮生汚泥を接種したものの酸素要求量

　　　　　　　　　　　　　（測定値〉　1熔1
　　　　　　　　　　＊5
　　　　　　　TOD　：　被験物質が完全に酸化された場合に必要とされる理論的

　　　　　　　　　　　　　酸素要求壷｛畢i享直）（㎎）

　　　・三・5　純，度100％として計算した。

　㈹12　直接定量による分解度

　　　　　分解度（％〉一湿≒7鉱一xloo
　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ⊃ヒ、．

　　　　　　　S盛：　分解度試験終7挺の喧験物質の残留量（測定檀）G㎎〉

　　　　　　　SB：　水に被験物質のみを添加した空試験における被験黎質の

　　　　　　　　　　　残留量（測定値1惚ε）

肩．　試験条件の確認

　　　　　酸素要求量から求めたアニリンの7日後、14日後の分解度はそれぞれ、

　　　　さ2％、Gε％であった。

　　　　　よってこの試験は有効である．
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12．1 試験液の状況
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13，　考　　察

　試験終了後の（水＋被験物質）系における被験物質の残留率は、TOCに

よる分析では83％、GCでは85％であった。

　ソーダライム（炭酸ガス吸収剤）を取り付けない培養ビンによる試験を行

なったところ、被験物質は（水÷被験物質）系、　（汚泥＋被験物質〉系とも

に添加量の90％以上保持されていた。

　以上のことから、被験物質は若干ソーダライムに吸着されると考えられる

が、本試験において、80％以上保持されていることから、被験物質の分解性

の評価は十分できると判断される。

上以

一　9　一
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　　　　　　　　1C6H3C12丼・2ナ6・75・2→6C・2語L5H2・，＋

　　　　　　　　16・7502／C6113C12NO2＝215．99／192，00
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　　　　　　　　C6H7N＋8，7502→6CO2＋3．5H2」〇＋NO2
　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　8．7502／C6H7N監280，0／93，1＝3．01

　　　　　　　　TOD＝30，0x　3，01埠90，3（囎）
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